
?制

，、
‘ J 

門
・半
兵
衛
・
兎
角
。
半
間
半
助
正
朗
(
に
援
は
れ
て
、

安
永
武
年
泊
知
七
百
五
十
石
を
盟
ぎ
、
御
馬
廻
縦
に

瑳
し
、
御
近
蔚
奥
御
納
戸
奉
行
加
人
と
な
り
、
安
明

広
年
大
小
組
に
斡
じ
て
御
勝
率
行
に
任
じ
た
が
、
六

年
四
且
サ
百
日
流
刑
に
催
せ
ら
れ
、
十
周
晦
日
五
ヶ

山
に
向
か
ひ
、

究
政
凶
年
六
且
十
日
発
さ
れ
、
家
断

絶
し
た
。
文
化
元
年
授
。

ハ
ン
ダ
マ
サ
ト
モ
字
国
正
智

辺
締
罰
郎
左
衛

門
o

f
〈正
努
の
般
七
百
班
十
石
を
波
宮
、曾
腕
都
中
行
・

間
活

・
御
小
将
番
顕
等
に
任
じ
、
元
隊
四
年
六
十
九

践
を
以
て
夜
。
こ
の
嫡
統
は
天
明
六
年
正
武
の
時
に

来
っ
て
士
銀
を
僚
は
れ
た
。

ハ
ン
ダ
マ
ザ
ヒ
デ
字
国
正
秀

遇
制
桝
大
炊
・
治
太

夫
・五
郎
左
衛
門
。
宇
兵
衛
の
子
。
新
知
七
百
五
十
石

を
受
け
、
殴
長
十
九
年
大
坂
の
役
に
中
小
終
番
聞
と

し
て
従
寂
し
た
。

ハ
ン
ダ
モ
チ
ヨ
シ
宇
田
周
休

沼
田
m
願
左
衛
門
。

文
政
=
一
年
無
息
の
内
製
校
剤
師
御
脂
と
な
り
、
九
年

十
二
且
矢
の
也
知
百
石
を
受
け
、
天
保
十
年
前

m
m

淡
の
子
府
松
丸
の
御
抱
守
と
な
り
、
十
二
年
弦
且
十

三
日
江
戸
に
於
い
て
自
殺
、
家
断
絶
し
た
。
後
弘
化

四
年
子
昌
三
郎
祖
父
の
治
知
の
内
五
十
石
を
受
け
て

新
た
に
家
を
興
し
た
。

ハ
ン
チ
牟
知

知
行
の
字
詰
を
的
知
と
し
、
宇

官
聞
を
給
人
に
牧
納
せ
し
め
た
こ
と
を
い
ふ
。
『
牢
知

可
被
仰
付
窓
之
御
時
節
を
奉
恐
祭

-z
k
。
』
な
ど
い
ふ

も
の
是
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
高
率
の
借
知
は
、
天

保
入
年
乃
京
十
年
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

ハ
ン
チ
ギ
ヨ
ウ
学
知
行

宇
は
牢
端
の
殺
に
て

百
石
に
滋
た
ざ
る
を
い
ふ
。
殴
惚
二
年
八
且
貸
銀
を

行
う
た
時
の
令
に
、『
八
百
石
以
下
牢
知
行
迄
郁
耐
百

石
膏
賞
五
百
目
宛
之
酬
明
』
と
見
え
て
、
こ
れ
は
ハ
チ

ギ
ヨ
ウ
と
削
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

ハ
ン
チ
シ
ヨ
ク
セ
イ

藩
治
職
制

明
治
元
年
行

政
官
は
彬
治
職
制
を
潔
布
し
た
か
ら
、
十
二
月
十
五

日
加
賀
滞
も
之
に
随
う
て
喰
制
を
箇
草
し
た
。
印
ち

一
自
制
に
よ
れ
ば
、
頭
臣
の
掘
出制
に
奥
る
も
の
を
年
部

及
び
家
老
と
い
ひ
、
そ
の
年
計
は
入
家
と
椛
す
る
門

閥
、
家
老
は
人
持
組
に
回
す
る
七
十
帥
出
家
の
士
か
ら

鍵
任
し
た
が
、
今
や
共
に
之
者
機
U
、
そ
の
断
紙
に

狗
ら
ず
、

一
般
に
士
人
中
の
樹
幹
あ
る
者
含
鐸
ん
で

執
政
及
び
彦
教
と
し
、
鶴
八
家
の
身
分
は
仰
に
則
夫
容

之

m
m之
而
々
と
唱
へ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。
是
に

於
い
て
前
町
土
佐
守
直
信
・奥
村
伊
橡
守
祭
沼
・本
多

摘
出
附
守
政
均
・
村
引
引
又
兵
衛
長
在
は
執
政
と
な
り、

航
山
賊
人
政
和
・
総
削
玄
辞
正
邦
・
本
多
阿
部
政
酔
・

前
凹
将
獄
恒
敬

・
前
町
内
・
減
太
孝
鰐

・
不
破
彦
=
一円叫

能
・秘
山
外
杷
際
淑
は
彦
政
に
任
じ
、次
い
で

H
四
日

多
賀
源
介
直
遣
を
露
政
に
加
へ
、
サ
七
日
航
山
政
利

を
執
政
に
治
め
、
附

m雄
次
郎
正
忠
後
慌
・
木
村
丸
左

衛
門
恕
を
露
政
と
し
、
一
一年
正
月
十
六
日
に
は
際
恕

十
郎
兵
衛
問
醤
・丹
羽
次
郎
兵
衛
印
刷
信
を
、問
且
十
九

日
に
は
不
破
亮
=
一
郎
貞
閣
を
欝
政
と
し
、
附
し
て
執

政
奥
村
祭
辺
は
病
を
以
て
四
且
七
日
JL
脅
僻
し
た
。

こ
の
年
務
は
務
治
職
制
と
但
し
た
術
門
及
ひ
そ
の
峨

員
配
常
設
を
作
っ
た
。
そ
の
街
門
に
は
執
政

・
怠
政

の
統
制
す
る
政
邸
堂
が
中
心
と
h

引い
っ
て
、
公
務
局
・

曾
践
局
・陵
管
局
・
出
川
務
局
こ
れ
に
印
刷
し
、
県
政
府
・

軍
政
閥
抗
人
雨
同
町
知
郡
粂
任
〉
あ
っ
て
、
文問山予防
・武自由

局
・海
軍
局
・際
軍
局
捕

・器
旭
町
田
・

m警
岡
・
兵
凡
ヤ
局

ハ
ン
チ
ジ
藩
知
事

明
治
二
年
六
且
十
七
日
政

府
は

加
到
侯
前
回
附
出
納
の
版
籍
硲
泌
の
前
官
許
し

て
、
之
を
金
潮
時
柑
知
郎
に
任
じ
、
笠
十
八
日
大
型
寺

侯
前
旧
利
回
目
を
大
型
寺
務
知
郁
た
ら
し
め
た
。
滞
知

mの
慨
は
四
年
七
且
十
四
日
の
胤即時
仙也
綜
に
辛
一
っ
て

他
ん
だ
。

バ
ン
ド
ウ
プ
ン
ジ
坂
東
女
二

以
京
都
大
屋
の

人
。
延
竿
ご
年
春
二
月
八
日
生
ま
れ
、
幼
よ
り
博
開

弧問問
、
明
利
二
年
大
坂
林
容
胞
の
門
に
入
っ
て
刷
用
干

を
烈
び
、
凶
年
上
治
し
て
三
宅
向
加
に
郎
を
受
け
、

抗
年
郎
郷
L
、
船
品
川
に
出
て
長
繁
寺
の
傍
に
慢
を

開
認
し
た
。
後
安
永
三
年
加
賀
滞
よ
り
改
作
役
に
術

せ
ら
れ
、
入
年
仮
聞
の
十
村
役
と
な
り
、
Z

究
明
六
年

十
二
且

退
役
の
後
は
生
家
に
邸
り
、
風
月
を
友
と

L
、
七
年
八
」
1

二
依
を
以
て
裂
し
た
。

バ
ン
ト
ウ
ヤ
番
頭
屋

川
円
以
来
初
浦
上
の

内
の
小
字。

之
に
邸
し
、
民
政
摂
・合
計
旋
門
爾
烈
知
事
設
任
)
あ

っ
て
郡
治
局
増
戸
市
政
印
刷
脊
・
制
脱
脂

・
理
財
局

・

商
法
局
・密
修
局
之
に
邸
し
、
刑
獄
凶
日
(
知
事
〉
あ
っ

て
捕
亡
局
之
に
印
刷
し
た
。

パ
ン
デ
番
出

石
川
柑
富
保
の
内
の
小
宰
。

バ
ン
ド
伴
登

河
北
消品
川
見
の
内
の
小
中r
。

バ
ン
ド
ウ
ウ
ヂ
坂
東
氏

臥
至
郡
長
井
の
笛
家

で
あ
る
。
能
管
誌
に
、『
此
討
に
勘
十
郎
と
い
う
て
、

利
家
公
よ
り
七
行
部
司
の
御用問
付
持
仰
へ
り
。
今
は

御
技
持
な
し
。
是
は
利
家
公
給
烏
の
御
依
館
を
俄
に

御
立
有
て
、
此
者
方
に
御
一
泊
有
し
時
頂
部
せ
し
御

扱
付
也。
』
と
閉
山
す
る
。

バ
ン
ド
ウ
ウ
ヂ
坂
東
氏

以
安
部
小
伊
勢
の
造

家
で
、
古
く
は
番
頭
と
裂
き
、
そ
の
組
を
道
徹
と
い

う
た
。
天
正
巾
上
修
氏
の
揺
が
穴
水
械
を
攻
め
た
時

に、

』
」
の
家
の
八
郎
左
術
門
宗
夫
は
良
民
を
援
け
て

扱
死
L
、
そ
の
塚
は
平
野
村
の
路
傍
に
在
る
。

子
孫

山
々
十
村
父
は
山
遡
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
に
は
無

役
に
な
っ
た
。

バ
ン
ド
ウ
ガ
ヤ
チ
番
頭
ヶ
谷

以
来
郡
山

m
m

に
凪
す
る
部
族
で
、番
一肌
ヶ
谷
内
と
も
m
む
い
た
。
明
治

中
=
一
山
・
山
口
・水
位
と
合
併
し
て
山
間
と
椛
し
た
。

，、
九

パ
ン
ナ
ガ
シ
ゲ
伴
長
重
遁
群
雄
祭
助
、
後
八

矢
。
長
之
の
嫡
男
。
前
凶
刺
長
に
仕
へ
て
新
知
千
討

を
賜
は
り
、
明
田
川
元
年
父
の
夜
後
其
の
品
怖
を
併
せ
て

五
千
五
百
石
と
な
っ
た
。
延
資
五
年
四
日
。

パ
ン
ナ
ガ
ヤ
ス
伴
長
安

辺
都
遺
稿
、
後
に
狐

兵
衛
。
焚
は
長
之
。
前
肌
綱
紀
に
仕
へ
て
三
百
石
を

賜
は
旬
、
究
文
中
二
百
石
を
加
へ
、天
和
以
後
間
話
・

大
小
将
開

・
応
廻
頑
と
な
り
、
宗
門
奉
行
を
余
れ
、

使
永
中
文
公

m説
潜
行
を
鍛
ね
、
正
徳
二
年
絡
め
、

同
年
裂
し
た
o
U
千
年
六
十
王
。
長
安
性
直
献
、
和
歌

を
好
み
、
大
請
を
酬
明
み
、
晩
年
限
を
病
ん
で
塗
に
盲

目
と
な
っ
た
。

バ
ン
ナ
ガ
ユ
キ
伴
長

之

一

部
長
置
。
泡
桝
紘

繁
之
助
ハ
矢
。
伊
勢
の
人
。
雌
‘
理
兵
衛
の
三
子
。
医

長
四
年
十
一

訟
に
し
て
前

m利
長
に
召
出
さ
れ
、
七

年
利
協
に
賊
し
て
除
百
石
を
受
け
、
大
坂
繭
役
に
従

ひ
、
そ
の
後
役
に
は
間
山
口
で
鉛
功
あ
旬
、

お
に
作

若
干
を
加
へ
、
足
抑
制
聞
を
終
て
人
持
組
に
班
し
、
政

四
千
抗
百
石
戸
内
典
力
知
千
抗
百
石
)
に
京
。
、
後
光

高
に
臨
し
、
そ
の
卒
後
公
子
市
町
菊
の
仰
と
な
り
、
明

隠
元
年
四
且
六
十
七
践
で
現
し
た。

ハ
ン
-
一
ヤ
イ
ン

般
若
院

臨
口
抑
制
柑
能
慣
れ
向
山
内

間
に
あ
っ
た
と
い
ふ
寺
院
。
能
驚
誌
に
、
般
若
院
の

治
祉
に
礎
石
等
が
そ
の
位
あ
り
、
総
迦
堂

-E
宕
な

ど
の
名
も
存
す
る
と
把
ず
る
。

ハ
ン
ニ
ヤ
ガ
ハ

般
若
川

珠
洲
郡
春
日
野
山
内

黒
怖
か
ら
源
を
思
ほ
し
て
、
問
中
，
銭
で
携
に
入
る
。

そ
の
上
流
は
鼠
川
と
も
い
ふ
。
疏
怨
六
粁
。

ハ
ン
ニ
ヤ
チ

般
若
地

問削京
消
浦
上
の
内
山
小

字
。

ハ
ン
=
ヤ
ノ
盤
若
野

鹿
島
郡
三
僻
良
川
保
に

砲
す
る
部
前
3
苅
来
般
世
相
野
と
お
い
た
の
で
あ
ら
う
。

ハ
ン
ノ
ウ
宇
納

滞
政
の
時
、
七
且
期
日
知
行

一ー


